





























































































































く続いた（『毎日新聞』1950 年 5 月 21 日、『読売新聞』同日夕刊）。天
皇が象徴であることになぞらえ、婦人誌は、孝宮を「ニツポンの乙女の
シンボル」11）、「結婚適齢期の女性の“象徴”」12）と呼んだ。表 1 は、婚
約発表直前の 1949 年 10 月から 2 年間、雑誌メディアが取り上げた孝宮








2 10 社会人 孝宮様におめでた（？）
3
1950
 1 婦人世界◎ めでたき話題：孝宮さまの御結婚 小野昇（読売新聞記者）
4  2 主婦之友◎ 宮中秘話：孝宮様に佳き日の訪れを 本誌記者
5  2 主婦と生活◎ 幸多きをこそ：やがて嫁ぎゆく妹に 東久邇成子
6  2 改造 人物時事解説二つの顔：孝宮和子　大谷光紹
7  2 レポート 孝宮婚約説の真相
8  2 22 アサヒグラフ 佳日近し
9  2 26 サンデー毎日 およろこびを前の孝宮さま 藤樫準二（毎日新聞記者）
10  3 新婦人◎ 皇后陛下の指輪と毛糸：孝宮さまの御婚約を繞りて 増田淳平
11  3 時事世界 孝宮さまおめでた
12  3 1 毎日グラフ 天皇一家のお婿さん
13  3 26 週刊朝日 結婚：鷹司氏なかなかの“ご名答”
14  4 主婦之友◎ 孝宮様のこと 三笠宮崇仁
15  4 婦人生活◎ サラリーマンの主婦となられる孝宮さまの御婚約 霜川修三
16  4 ホーム◎ 孝宮さまの御婚約決る 本誌記者
17  4 婦人世界◎ 孝宮さまの御結婚：佳き日のおとずれ 森春太郎
18  4 令女界◎ 佳燭近き孝宮さま
19  4 キング 手づくりの握り飯：おめでたの孝宮様 田中徳（共同通信記者）
20  5 主婦之友◎ （グラビア）お慶びの孝宮様
21  5 女性改造◎ 婦人の眼：鷹司平通氏夫人へ
22  5 家庭生活◎ 国民こぞつて慶祝する孝宮さまの御婚約
23  5 月刊読売 孝宮様の婚約秘話 山田一夫
24  6 婦人生活◎ 孝宮様の背の君鷹司平通氏が語る私たちの新婚生活設計 本誌記者
25  6 新婦人◎ お慶びをま近かにひかえた鷹司平通氏を訪ねて 松田ふみ子（サンデー毎日）
26  6 婦女界◎ 孝宮様の背の君：鷹司平通氏一家訪問記 近藤日出造
27  6 日本トピックス ボクのフィアンセ孝宮さまの魅力 鷹司平通
28  6 7 アサヒグラフ ここにも新しい一頁が…：婚期
29  6 11 サンデー毎日 “和子”と呼ぶは未だらしい：新婚一週間の鷹司夫妻を訪う 松田ふみ子
30  6 11 週刊朝日 妻にズボンは、はかせない：新婚一週間 鷹司平通
31  6 20 毎日グラフ 新居は毎日お客攻めです
32 6/7 博愛◎ 鳩の巣のある新居 青田透
33  7 文藝春秋 青葉のひととき：鷹司新夫妻を囲んで 辰野隆・徳川夢声
34  7 あこがれ◎ 日本一の御夫妻を祝して
東 久 邇 成 子・ ノ エ ル ヌ
エット・百武夫妻
35  7 青春タイムス 孝宮さまの御新婚初夜
36  8 主婦之友◎ 新家庭日記 鷹司和子
37  8 主婦と生活◎ 鷹司ご夫妻の新家庭を訪ねて 柴田早苗（女優）
38  8 婦人生活◎ （グラビア）全女性の祝福に輝く鷹司和子夫人の新婚生活画報





41  8 家庭生活◎ 鷹司平通氏夫妻を訪う 本誌特派記者
42  8 ホーム◎ 孝宮さまの御結婚 本誌記者
43  8 婦人世界◎ 歴史的結婚式 森春太郎
44  8 少女サロン◎ 華かな御婚儀アルバム：お慶びの日の孝宮さま
45  8 オール読物 （一頁訪問）鷹司和子
46  9 女性改造◎ 人間皇女の恋 菊名三郎（社会評論家）
47  9 近代映画 おめでとう御座います：話題の鷹司御夫妻を訪ねて
鷹司夫妻・久我美子・桂
木洋子
48  9 富士 （グラビア）名士花形御手並拝見：夫唱婦随のワツフル焼
49 10 新女苑◎ 皇后様へ：新婚初のお便り 鷹司和子
50 12 婦人世界◎ 漫画探訪：鷹司和子夫人の迷惑日記 筑摩鉄平
51 10 新婦人◎ （カラーグラビア）生涯の晴れの日の装い
52 12 女性改造◎ おめでたはまだ？：和子夫人
53
1951
 4 4 アサヒグラフ 新居は愉し
54  5 新女苑◎ サザエさんの鷹司夫妻新居拝見 長谷川町子（漫画家）
55  6 主婦と生活◎ 鷹司ご夫妻の新居訪問：和子・平通さんと呼び合って 本誌記者
56  6 婦人生活◎ 私たちの新居 鷹司平通
57  9 婦人朝日◎ 皇居でのひととき 鷹司平通
　　※同じ号に、孝宮関連の 2 つの記事／グラビアがあった場合は、代表的な 1 つだけを掲載した。
（ 6 ）
新婚 3 カ月で訪問者の名刺が 4 寸にもなってしまうほどだった14）。収集
した 57 の記事中、およそ 3 分の 2（36 記事）は、女性向け雑誌（表で
は誌名のあとに◎）であり、婦人誌にとって孝宮の結婚は読者を惹きつ
ける重要なコンテンツであったことが分かる。読者投票で選ばれる
1950 年の『読売新聞』年間ニュースで、この結婚は 10 位であり、「一
サラリーマンの奥さん和子になられる……この結婚によせた国民の関心
は大きく、まさに“世紀の結婚”であつた」と論評された（『読売新聞』











京都の地方紙『都新聞』は 1949 年 9 月 6 日、東本願寺法主の長男で
ある大谷光紹と孝宮との婚約の噂を報じた15）。同 5 日に大谷の両親は渡
























後に 2 人が頻繁に会っていること、音楽という共通の趣味が 2 人を強く
結びつけていることを強調する。納采の儀を伝える『読売新聞』（1950

















































ツーショットが必要となる。その機会は 1952 年 4 月、順宮の岡山入り








1952 年 4 月 15 日）。
実際の結婚は、婚約発表の 1 年














1952 年 10 月 10 日夕刊）。新郎新婦は式の 5 日後、寝台列車で岡山に向
かった。東京駅では見送りの人並みで前に進めない場面もあり、「押寄
せるミーちやん、ハーちやんにもみくちやにされ」た（『日本経済新聞』
1952 年 10 月 16 日）。歓迎ぶりは岡山でさらに激しく、岡山駅に出迎え
た約 1 万人で夫妻はオープンカーになかなか乗れず、車上の人になって







年 10 月 25 日）。
『読売新聞』の 10 大ニュース投票では、孝宮の 10 位からやや下がる








年 月 日 雑誌 タイトル 筆者
1
1951
 8 1 毎日グラフ 順宮さまご婚約
2  8 1 アサヒグラフ おムコさんは牧場主：順宮さま御婚約
3  8 5 サンデー毎日 三国一の牧場主：池田隆政氏の生活から
4  8 10 毎日グラフ 順宮さまご婚約





7 10 婦人画報◎ 若き牧場主の素描：鳥取の池田が見た岡山の池田家の人びと 池田徳真





10 10 読切小説倶楽部 （グラビア）順宮厚子内親王と池田隆政氏
11 11 富士 皇婿に内定した好青年池田隆政氏
12 12 新女苑◎ 順宮様おめでとう：妹への手紙 鷹司和子
13
1952
 1 主婦と生活◎ やがて順宮様を迎える岡山の池田牧場訪問記 南部僑一郎（映画評論家）
14  5 1 毎日グラフ 順宮様を待つ家
15  5 4 サンデー毎日 池田牧場のお姫さま：新居御訪問の順宮
多田範（毎日新聞岡山支
局記者）





18  6 母の光◎ 国民の話題：吉備の野に白百合と咲かん 田中徳
19  7 主婦之友◎ 順宮さまと池田隆政氏の新しいお住い拝見記 本誌婦人記者
20  7 婦人倶楽部◎ お慶びの日を待たれる順宮様と一問一答十六題 柳川麗子（本誌記者）
21  7 主婦と生活◎ （グラビア）順宮さま新婚ホーム訪問スナップ
22  8 家の光 （グラビア）およろこびの日近き順宮さま
23  8 平凡 私の学友順宮様のこと 久我美子（女優）




25 10 婦人生活◎ 池田隆政氏を岡山に訪ねて：順宮様と御結婚の日近い 阿部艶子（作家）
26 10 1 家庭よみうり お慶びの順宮さま：10 月 10 日にご婚儀
27 10 26 週刊読売 “牧場の花嫁”24 時間 伊藤・奥井・藤木記者
28 10 29 アサヒグラフ 順宮さま嫁入り道具
29 11 婦人生活◎ （グラビア）お慶びの日近い順宮さま思い出アルバム
30 11 婦人朝日◎ お目出度の順宮さまにお贈りする言葉 鷹司平通
31 11 富士 順宮様の御婚儀 平野素邦（中日新聞記者）
32 11 世界画報 順宮さま晴れの御婚儀
33 11 1 毎日グラフ 天真らんまんの蜜月
34 11 5 アサヒグラフ 厚子夫人お国入り





37 12 婦人世界◎ 牧場主夫人への道：順宮さまと池田隆政氏のご結婚
38 12 平凡 宮中のクラス会：順宮様にお招きを受けて 久我美子
39 12 国際文化画報 順宮さま晴れの御婚儀
40
1953
 1 婦人倶楽部◎ 新婚の夢もまどかな厚子さまの新妻ぶり拝見 吉尾なつ子（小説家）
41  1 主婦と生活◎ 新婚の池田ご夫妻をお訪ねして 本誌記者
42  1 婦人生活◎ 池田隆政氏と厚子夫人の新婚生活を岡山に訪ねるの記 阿部艶子
43  1 婦人朝日◎ 新家庭の厚子さん
44  1 小説倶楽部 （グラビア）厚子さん御結婚
45 新春 主婦之友◎ 私の幼い主婦日記：池田隆政氏夫妻の新婚生活 池田厚子
46  1 4 サンデー毎日 私の新婚日記 池田厚子
47  2 講談倶楽部 家庭新百景新婚の宿：池田隆政氏夫妻
48  2 サングラフ （グラビア）私の新春日記




















創刊）の、1946 年 1 月号から 1948 年 12 月号までの 3 年間のすべての
記事のなかから、恋愛・結婚に関係する記事を抽出して、その言説を分

























































































































































































都内の各所で普段の 2 倍以上の挙式があった（『日本経済新聞』1950 年
5 月 20 日）。順宮の結婚と同じ日には、東京大神宮で 21 組、東京会館
で 7 組、岡山市内の主要 3 神社で 22 組の挙式があった（『読売新聞』

































































重に行うには費用が足りず 5 千―2 万円の式を挙げるカップルが実際に
















































































































































的意義」『同時代史研究』1 号、2008 年、37 頁。
2 ）　井上輝子「マイホーム主義のシンボルとしての皇室」『思想の科学』6 次
92 号（1978 年 6 月号）。
3 ）　森暢平「ミッチー・ブーム、その後」河西秀哉編著『戦後史のなかの象
徴天皇制』（吉田書店、2013 年）。
4 ）　松下圭一「大衆天皇制論」『中央公論』1959 年 4 月号。
5 ）　この写真については、北原恵「正月写真に見る〈天皇ご一家〉像の形成
と表象」『現代思想』29 巻 6 号（2001 年 5 月号）が詳しい。
6 ）　北田正武「孝宮さまと宝塚」『じーぷ』1948 年 9 月号、20―21 頁。
7 ）　たとえば、百武満治子「家事お見習い：孝宮さまのご日常」『主婦と生
活』1948 年 12 月号、23―24 頁。「家事ご修業の孝宮さま」『主婦と生活』
1948 年 11 月号、1 頁。宮内府も民間での生活に慣れるよう極力配慮した。
28
（24）




御成の部）昭和 19 ～ 24 年」（宮内庁宮内公文書館蔵、識別番号 25887）。
『入江日記』1949 年 1 月 5 日条。
8 ）　『入江日記』1949 年 7 月 12 日条。のち『婦女界』は孝宮の日記風の近況
記事（「孝宮さまの花嫁準備日記」『婦女界』1949 年 10 月号）を書いた。
9 ）　『新家庭』1949 年 2 月号、5 頁。
10）　三笠宮崇仁の言葉。
11）　増田淳平「皇后陛下の指輪と毛糸：孝宮さまの御婚約を繞りて」『新婦
人』1950 年 3 月号、63 頁。
12）　小野昇「めでたき話題：孝宮さまの御結婚」『婦人世界』1950 年 1 月号、
49 頁。
13）　国立国会図書館支部宮内庁図書館編『収書目録』1 号（1950 年）、改定 1







はないが、雑誌『社会人』（1949 年 10 月号、109 頁）が、大谷との婚約の
情報を伝えるなど、中央のメディア関係者にも、大谷の噂は知られていた。
16）　『入江日記』1949 年 12 月 5 日条。
17）　加藤恭子『田島道治：昭和に「奉公」した生涯』（TBS ブリタニカ、
2002 年）、269 頁。『昭和天皇実録』1950 年 1 月 2 日条。正式な裁可は
1950 年 2 月 10 日。戦前の内親王の結婚では、旧皇室典範で、婚嫁には勅
許が必要とあったが、新憲法では「婚姻は、両性の合意のみに基いて成立」
するとされており、裁可は公表されなかった（『昭和天皇実録』1950 年 2
月 10 日条、同 3 月 3 日条）。
18）　加藤前掲書、270 頁。『入江日記』1950 年 1 月 20 日条。『昭和天皇実録』
1950 年 1 月 20 日条。
19）　藤樫準二「およろこびを前の孝宮さま」『サンデー毎日』1950 年 2 月 26
日号、19 頁。
20）　「婦人の眼：鷹司平通氏夫人へ」『女性改造』1950 年 5 月号、11 頁。




1950 年 6 月号、57 頁。
23）　「厚子夫人お国入り」『アサヒグラフ』1952 年 11 月 5 日号、10 頁。
24）　池田徳真「若き牧場主の素描：鳥取の池田が見た岡山の池田家の人びと」
『婦人画報』1951 年 10 月号、65 頁。
25）　中津屋三郎「家畜と共に寝起き：背の君・隆政氏の生活ぶり」『主婦と
生活』1951 年 9 月号、50 頁。
26）　『入江日記』1951 年 5 月 12 日条。加藤前掲書、293―294 頁。『昭和天皇
実録』1951 年 5 月 14 日条。
27）　「“牧場の花嫁”24 時間」『週刊読売』1952 年 10 月 26 日号、5 頁。結婚
当日の記者会見によれば、順宮は月 5 回くらい手紙を出していたという
（『毎日新聞』1952 年 10 月 11 日）。
28）　前掲「“牧場の花嫁”24 時間」4 頁。
29）　阿部艶子「池田隆政氏と厚子夫人の新婚生活を岡山に訪ねるの記」『婦
人生活』1953 年 1 月号、114 頁。
30）　国立国会図書館支部宮内庁図書館編前掲、2 号（1952 年）、3 号（1953
年）、4 号（1954 年）を参考にした。収集した図書館は、注 13 と同じ。
31）　6 誌は 1947 年にはそれぞれ 30 万部前後を達成し（『昭和 22・23 年版日
本出版年鑑』（日本出版協同株式会社、1948 年、24―25 頁）、52 年には前 4
誌は 60 万部前後になった（『出版年鑑 1953 年版』（出版ニュース社、1953
年）、4 頁）。1948 年調査の「毎月読んでいる雑誌」では、2 位『主婦之友』、







1947 年 2 月号、30―31 頁。
33）　「座談会：愛情と結婚の問題」『婦人倶楽部』1947 年 10 月号、27 頁。
34）　「新時代の恋愛と結婚を語る座談会」『主婦と生活』1946 年 6 月号、16 頁。
35）　「こんな結婚をさせたい」『婦人倶楽部』1948 年 9 月号、30―31 頁。
36）　前掲「新時代の恋愛と結婚を語る座談会」17 頁。
37）　内山恒「幸福になる恋愛・悲劇に終る恋愛：母の日記（8）」『婦人生活』
1947 年 12 月号、17 頁。
38）　山田昌弘『結婚の社会学：未婚化・晩婚化はつづくのか』（丸善、1996
年）102―105 頁。




（「娘さんと花嫁さんの結婚座談会」『主婦之友』1948 年 10 月号、16 頁）。
41）　山際よし子「パーティー交際から理想の結婚へ」『婦人倶楽部』1947 年
12 月号、30 頁。











1950 年 6 月号、54 頁。
46）　当時の新聞には大阪大学理工学部卒と誤記しているものが少なくないが、
鷹司が卒業したのは大阪理工科大学である。
47）　菊名三郎「人間皇女の恋」『女性改造』1950 年 9 月号、91―92 頁。
48）　“Honorable Dagwood,” Time, February 6, 1950, p.27.
49）　「生涯の晴れの日の装い」『新婦人』1950 年 10 月号、3 頁。
50）　前掲「孝宮様の背の君鷹司平通氏が語る私たちの新婚生活設計」58 頁。
51）　前掲「婦人の眼：鷹司平通氏夫人へ」12 頁。
52）　前掲「“牧場の花嫁”24 時間」8 頁。『山陽新聞』1952 年 10 月 10 日夕刊。





55）　『内外タイムス』1950 年 3 月 4 日など。
56）　『入江日記』1950 年 4 月 20 日条。
57）　しかし、実際には宮内庁の同意なく、自動車を購入している（『入江日
記』1952 年 5 月 1 日条および 7 月 10 日条）。
58）　「入弟の儀御列伺い」宮内庁式部職 1952 年 9 月 22 日立案（情報公開法
による宮内庁開示文書）。結婚にあたって昭和天皇は「なるべく民間風に」
との考えを、宮内庁長官に伝えていた（『入江日記』1950 年 2 月 17 日条。
『昭和天皇実録』1950 年 2 月 16 日条）。
59）　「新居は愉し」『アサヒグラフ』1951 年 4 月 4 日号、8 頁。『読売新聞』





61）　衆議院内閣委員会会議録、1959 年 3 月 5 日。




63）　船田文子「花嫁姿と天皇御一家」『装苑』1952 年 11 月号、85 頁。
64）　『入江日記』1950 年 4 月 15 日条。
65）　「日本ニュース」213 号（1950 年 2 月 7 日）。
66）　『入江日記』1950 年 4 月 8 日条および同年年末所感。





70）　用紙事情の好転で、1950 年の平均ページ数は前年の 2 倍になるなど各誌
増ページした（『出版年鑑 1951 年版』（出版ニュース社、1951 年）、26 頁）
という要因もある。
71）　婦人誌には、昭和天皇夫妻の新婚時代の睦まじさを描いた読み物もあっ
た。たとえば、丘咲八朗「天皇ヒロヒト御夫妻」『ホーム』1949 年 11 月号。
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